
       
学校
がっこう

教育
きょういく

目標
もくひょう

 「自
みずか

ら学
まな

び 心
こころ

豊
ゆた

かに たくましく」 

～ 一人一人
ひと り ひ と り

が いきいきと輝
かがや

く学校
がっこう

 ～       
 

 

                         木々
き ぎ

の葉
は

が色
いろ

づき秋
あき

も深
ふか

まってきました。 

11月
がつ

15日
にち

に全学年
ぜんがくねん

の子
こ

どもたちで鶴見
つる み

緑地
りょくち

公園
こうえん

へ行
い

った「なかよし遠足
えんそく

」では、6年生
ねんせい

の

班長
はんちょう

さんが班
はん

のみんなに安全面
あんぜんめん

の声掛
こえ か

けをする姿
すがた

や、高学年
こうがくねん

と低学年
ていがくねん

の子
こ

どもたちが手
て

と手
て

をつないで歩
ある

く姿
すがた

など、たくさんの優
やさ

しさあふれる行動
こうどう

が見
み

られました。てらみなサポータ

ーの皆様
みなさま

にも歩道
ほど う

での安全
あんぜん

見守
みま も

りをご協 力
きょうりょく

いただいたことで、安全
あんぜん

に楽
たの

しく一日
いちにち

を過
す

ごすこ

とができました。本当
ほんとう

にありがとうございました。 

ご家庭
かて い

や地域
ちい き

でも、頑張
がん ば

りを認
みと

め励
はげ

ましていただくことで、子
こ

どもたちは良
よ

いところを伸
の

ば

しています。引
ひ

き続
つづ

き、学校
がっこう

・家庭
かて い

・地域
ちい き

が一体
いったい

となって、子
こ

どもたちを健
すこ

やかに育成
いくせい

してい

けるよう、ご理解
りか い

とご協 力
きょうりょく

のほど、よろしくお願
ねが

いいたします。 
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令和
れいわ

６年 10月
がつ

２日付
にちづけ

、第
だい

６号
ごう

でお知
し

らせした「全国
ぜんこく

学力
がくりょく

・学習
がくしゅう

状 況
じょうきょう

調査
ちょうさ

」等
とう

の分析
ぶんせき

から、今後
こんご

の

取組
とりく

みとして昨年度
さくねんど

までの取組
とりく

みを継続
けいぞく

しつつ、以下
い か

のように教科
きょうか

等
とう

の学習
がくしゅう

と友達
ともだち

関係
かんけい

づくり等
など

を授業
じゅぎょう

の中
なか

で一体的
いったいてき

に進
すす

めていきます。 

 

 

  

 

 

 

手縫
て ぬ

いの台
だい

フキン【贈呈
ぞうてい

】 

 

民生
みんせい

委員
いい ん

児童
じど う

委員
いい ん

の 方々
かたがた

が手縫
て ぬ

いで作
つく

ってくださっ

た台
だい

フキンを贈呈
ぞうてい

してくだ

さいました。各学級
かくがっきゅう

で大切
たいせつ

に使
つか

わせていただきます。 

 

ありがとうございました。 

読書感想文コンクール 

『特選』 ２年 町 優輔さん 

『入選』 ３年 堀田 歩未さん 

５年 石垣 心汰朗さん 

５年 北野 泰地さん 

『佳作』 １年 有川 凛さん 

１年 福山 世彩さん 

４年 川村 巴那さん 

４年 谷口 せせら さん 

６年 大畑 璃空さん 

    「おめでとうございます！」 

本
ほん

の魅力
みりょく

を伝
つた

える「本
ほん

の帯
おび

」を自
みずか

らデザインする第
だい

20回
かい

大阪
おおさか

こども「本
ほん

の帯
おび

創作
そうさく

コンクール」

に８７８０点
てん

の応募
おう ぼ

があり、その中
なか

の１００点
てん

（本校
ほんこう

からは上記
じょうき

３名
めい

）が入 賞
にゅうしょう

作品
さくひん

として選
えら

ばれ、11月
がつ

９日
ここのか

に府立
ふり つ

中央
ちゅうおう

図書館
としょかん

で表 彰 式
ひょうしょうしき

がありました。 

◎ めざす子
こ

ども像
ぞう

の実現
じつげん

に向
む

けて、一貫
いっかん

した指導
しど う

を進
すす

めます。 

・自他
じ た

の良
よ

いところを見
み

つけ、自分
じ ぶ ん

のことも相手
あ い て

のことも大切
たいせつ

にするよう指導
し ど う

します。 

・ちがいを認
みと

め合
あ

い、相手
あ い て

のことを思
おも

いやり行動
こうどう

できるよう指導
し ど う

します。 

・自学
じ が く

自律
じ り つ

できるよう指導
し ど う

します。授業
じゅぎょう

では「めあて」に対
たい

する「ふり返
かえ

り」（学
がく

年数
ねんすう

の行数
ぎょうすう

以上
いじょう

）を書
か

き、学
まな

んだことのより一層
いっそう

の定着
ていちゃく

をめざします。また、授業
じゅぎょう

開始
か い し

・終 了
しゅうりょう

の時間
じ か ん

や

挨拶
あいさつ

を大切
たいせつ

にしたり、ペアでの話
はな

し合
あ

いを大切
たいせつ

にしたりする等
など

、学習
がくしゅう

規律
き り つ

を身
み

に付
つ

けます。

今年度
こんねんど

より、家庭
か て い

学習
がくしゅう

については、より一層
いっそう

主体的
しゅたいてき

に取
と

り組
く

めるよう「宿題
しゅくだい

」という言
い

い方
かた

で

はなく「家庭
か て い

学習
がくしゅう

課題
か だ い

」とし、加
くわ

えて高学年
こうがくねん

は課題
か だ い

の量
りょう

を自分
じ ぶ ん

で選択
せんたく

できるようにしていま

す。このように子
こ

ども自身
じ し ん

が選択
せんたく

・決定
けってい

する機会
き か い

を増
ふ

やしていきます。 


